
この資料は、滋賀県立大学の教育研究活動等に関する数値のうち、他大学等と比較可能

なものを中心に大きく7つの視点をピックアップし、本学の概況・ポジションができるだ

け明らかになるように作成しました。 
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本学生活デザイン学科卒業生、島先 沢さんの卒業研究・制作 

「滋賀イラスト素材」より 
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１． 大学の構成員 ― 教職員数・学生数 ― 

○ 教員数は２０１人、事務局職員数は６１人、学生数は２,８６１人 

○ 教員の年齢構成は、４５歳～４９歳の層が最も多い 
１－１ 教員数                   １－２ 職員数   

  
※ 出所：学校基本調査（毎年5月1日現在）                  ※ 出所：学校基本調査（毎年5月1日現在）ほか  

 

 

 

 
 
１－３ 教員の年齢構成                １－４ 学生数  

   

  

 

 

 

 

 

１－５ 教員の構成（女性・外国人） 
 

  国立 公立 私立 県大 

女性比率 18.8% 29.5% 30.3% 30.8% 

外国人比率 5.4% 4.3% 4.8% 5.0% 
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教員数は、概ね200人前後である。数の変動は、学校基本

調査が毎年5月1日現在の調査であり、退職者の補充に伴う

公募中等によるもの。 

事務局職員数は、契約職員等を除き61人。法人化以後、毎年

度法人職員を採用し、平成 30 年度から法人職員の数が県派遣

職員の数を上回った。このほか、平成 20 年度以降に特任職員

（特任教授等）、特定プロジェクト職員の制度化が図られてい

る。 

 

45歳～49歳の層が年齢区分別で最も多く、次いで55歳～59

歳の層が多い。また、国公立大学の平均に比べ、45歳～59歳

までの層の構成率が高く、40歳～44歳、60歳～64歳、65歳

～の層の構成率が低くなっている。 

令和3年度の学生数は前年度より20人減少した。 

※ 国公私立大学の教員年齢：令和元年度学校教員統計調査より（3年毎）      ※ 出所：学校基本調査（毎年5月1日現在） 

※ 本学の教員年齢：令和3年4月現在 パーセントの数値は本学のもの 

※ 出所：学校基本調査（令和3年5月1日現在） 国公私立データ：学校基本調査より 

女性比率は前年度より 0.7ポイント減少したが、国

立・公立大の平均を上回っている。 

外国人比率は公立・私立大学の平均を上回り、前年

度より1.1ポイント上昇した。 
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２． 学 生 の 受 入 1/3 

○ 入学志願者総数は、３，０３１人  

○ 一般選抜（前期日程）の志願倍率は、３.７倍 
 

２－１ 志願者の推移                ＜参考＞１８歳人口の推移 

  

 

 

 

２－２ 前期日程志願倍率の比較           ２－３ 推薦入試志願倍率（学部別） 

  

 

 

 

２－４ 前期日程志願倍率（学部別）        ２－５ 後期日程志願倍率（学部別） 
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令和 3年度は環境科学部と工学部、人間文化学部の志願倍

率が低下したが、人間看護学部の志願倍率が上昇した。 

令和3年度の志願者は前年度と比べ、前期日程、後期日程、

特別選抜すべてで減少し、総数で214人減少した。 

※ 出所：文部科学省報道発表資料 

令和3年度は国公立大学の一般選抜（前期日程）の平均志

願倍率は低下した。本学でも同様の傾向が見られた。 

令和3年度は環境科学部の志願倍率が低下したが、人間文化学

部は横ばい、工学部、人間看護学部の志願倍率が上昇した。 

出所：文部科学省 

令和3年18歳人口114万人、高校卒業者数101万人、大学入学
者数63万人、大学進学率62.4％、大学・短大進学率66.9％ 

令和 3 年度は工学部と人間文化学部の志願倍率が低下した

が、環境科学部と人間看護学部の志願倍率が上昇した。 
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２． 学 生 の 受 入 2/3 
○ 志願者のうち近畿地区は７０．３％、中部地区は１８．９％ 

○ 新入学生のうち県内出身者は、３７．４％（前年度６．４ポイント増） 
 

２－６ 地区別の入学志願者比率の推移   （ 比率＝当該地区の志願者／総志願者 ） 

  

※地区は出身高校所在地による 

２－７ 新入生のうち県内高校出身者数と比率の推移  

                         

 

２－８ 大学院入学定員充足率(修士・博士前期課程)  ２－９ 大学院入学定員充足率(博士後期課程) 
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令和3年度は、人間看護学研究科の定員充足率が上昇した。 3研究科とも、母数が小さいため、1名の増減でも充足率が

大きく変動し、コンスタントに定員を確保することは難しい。 

地区別の比率 

令和3年度は、入学志願者、新入生の県内高校出身者の

比率がそれぞれ30.6％（4.6％増）、37.4％（6.4％増）と大

きく増加した。 

近畿地区の志願者比率は、県内に次いで多い京都府の志

願者で約半数となり、近畿地区（2 府 4 県）の志願者比率

は、総志願者の約70％と前年度と同程度、中部地区（山梨、

長野、岐阜、静岡、愛知、三重）からの志願者比率は、約

19％で前年度よりやや減少した。両地区で総志願者の約

89％を占めている。その他地区のうち 4.3％は北陸地区で

昨年より1.0ポイント増。 

滋賀 京都 大阪 兵庫 
奈良 和歌山 

中部 その他地区 
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２．学 生 の 受 入 3/3 

○ 休学者は年間９０人、全体の３．５％で前年度より１．２ポイント増加 

○ 退学者は年間３１人、全体の１．２％で前年度より０．２ポイント増加 

２－１０ 修業年限における卒業率（学部別） 

  

 
 
 
 
２－１１ 休学率（学部別）             ２－１２ 退学率（学部別） 
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 令和3年度の休学者は年間90人で、全学生数の3.5％で前年

度より1.2ポイント増加。休学率は環境科学部、工学部、人間

文化学部で増加したが、人間看護学部は減少した。 

 修業年限（4年）での卒業率を学部別にみると、

前年度より、工学部、人間文化学部、人間看護学

部は上昇したが、環境科学部は低下した。 

 

令和3年度の退学者は年間31人で、全学生数の1.2％で前年

度に比べ0.2ポイント増加。退学率は環境科学部、工学部、人

間文化学部で増加したが、人間看護学部で減少した。 
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３． 教 育 1/3  - 資 格 - 

○ 令和３年度の国家試験合格率は、看護師試験:９８.６％、保健師試験:    
９６．８％、助産師試験：１００％、管理栄養士試験：１００％ となり、   
いずれも全国平均を上回っている。 

 
３－１ 看護師試験                 ３－２ 保健師試験    

    

   

 

 
３－３ 助産師試験                 ３－４ 管理栄養士試験               
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看護師試験（73人/74人）（合格者数/本学受験者数） 

 

保健師試験（30人/31人）（合格者数/本学受験者数） 

 

令和3年度は、助産師試験で全員合格した。 

助産師試験（1人/1人）（合格者数/本学受験者数） 

※平成31 (令和元）年度に助産師課程を大学院に開設し 

学年進行中の為、平成31 (令和元）年度の助産師試験受 

験者は無し 

令和3年度は、管理栄養士試験で全員合格した。 

管理栄養士試験（26人/26人）（合格者数/本学受験者数） 

 

※出所はいずれも厚生労働省報道発表資料など 
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３． 教 育 2/3  - 就 職 - 

○ 就職内定率（学部）は、全国平均（９５.８％）を上回り、９８.８％ 

○ 県内就職内定率は２８．５％で昨年度より４．３％上昇 
 

３－５ 就職内定率（全国比較）          ３－６ 就職内定率（学部別） 

   
 

３－７ 県内就職者数                     ３－８ 県内就職内定率（学部別） 

  

３－９ 令和３年度卒業生進路状況（産業別就職状況） 
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442 453 446
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125 126 123
114 115 114

28.3% 27.8%
27.6% 26.5% 24.2%

28.5%

0.0%

15.0%

30.0%

0

200

400

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

(人)

就職希望者 就職者

25.0%
21.0%

28.1%

20.0%

20.0%
26.2%

27.1%
31.3%

23.5%

24.7%
19.0%

16.9%
22.1%

24.1%

22.0%

26.4%

18.6%

20.9%

51.4%
44.0% 44.3%

42.2%

55.4%
60.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3
環境科学部 工学部
人間文化学部 人間看護学部

進学, 27.3%

製造業, 
12.8%

公務, 
11.6%

学術研究、専門・

技術サービス業, 
8.7%

建設業, 7.0%

卸売・小売業, 6.4%

その他のサービス業, 
4.1%

その他の産業, 4.1%

不動産業・物品賃

貸業, 2.9%

情報通信業, 2.9%
サービス業, 1.7%

その他, 
10.5%

環境科学部

172人
進学, 
53.9%

製造業, 
24.0%

情報通信業, 
5.2%

建設業, 4.5%

学術研究、専門・

技術サービス業, 
3.9%

卸売・小売業, 
2.6%

公務, 0.6%
その他のサービス業0.6%

その他, 4.5%

工学部

154人

卸売・小売

業, 17.6%

公務, 
11.1%

製造業, 
10.1%

進学, 
9.5%

その他の

産業, 
8.5%複合サービス事業, 

6.5%

情報通信業, 6.0%

学術研究、

専門・技術

サービス業, 
5.5%

医療、福祉, 5.0%

その他のサービス業, 
3.5%

金融業・保険業, 
3.0%

サービス業, 2.5%

その他, 
11.1%

人間文化学部

199人
医療、福祉

78.5%

公務

10.1%

進学

5.1%

その他

6.3%

人間看護学部

79人

※ 出所：文部科学省報道発表資料  
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３． 教 育 3/3  - 留 学 - 
○ 海外からの留学生は１０ヵ国５７人、令和３年度の滋賀県大から海外の留学者

はコロナ禍の影響により渡航を伴わないオンライン留学で２ヵ国３人  

３－１０ 海外から滋賀県大への留学生の受入数    ３－１１ 滋賀県大から海外への留学生の派遣実績数 

  

 

３－１２ 海外から滋賀県大へ（国別） 

  

３－１３ 滋賀県大から海外へ（国別） 
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私費留学生 交換留学生
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19
15

18 17

16
13

28 28

44

31

22 31

1

0
3 3

118

90
108 112

0 3
0

20

40

60

80

100
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140

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

(延べ人数)

交換（長期） 派遣・認定（長期） 大学プログラム（短期）

その他（短期） トビタテ留学

中国, 37人

フィリピン, 4人

台湾, 4人

バングラデシュ, 3人

ベトナム, 2人

モンゴル, 2人

スペイン, 2人

イラン, 1人

韓国, 1人 イギリス, 1人

中国, 2人

オーストラリア, 1人

2ヵ国

3人

渡航を伴わないオンライン留学

■ 交 換 留 学 協 定 大 学 一 覧

 

※ 令和4年１月現在 

※ 令和4年1月現在 

国際交流行動計画に基づき学生の留学・海外派遣数、留学生の受入拡大を進め、海外25大学と交換留学協定を締結（令和3年4月現在） 
令和3年度は新型コロナウイルスの影響のため、滋賀県大から海外への留学は渡航を伴わないオンライン留学 

10ヵ国 

57人 

コロナの影響で、新規受け入れなし 
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４． 研 究 - 科学研究費助成事業 - 

○ 新規採択率は３１．６％、採択件数は９９件、 

採択金額は約１億５千５００万円 

○ 研究者１人あたりの申請数は０．８１件でやや減少、採択数は０.４８件で昨

年度と同様 
 
 

４－１ 採択件数と採択金額            ４－２ 令和３年度の採択状況 

（新規＋継続）公立大学 採択件数上位２０機関の状況  
 

   

 

 

 

 

 

４－３ 研究者１人あたりの申請数（新規＋継続）  ４－４ 研究者１人あたりの採択数（新規＋継続） 

   

 

 

182,260 163,930 
168,740 

156,000 

181,870 

155,090 

102 106
110

98
102 99

0

25

50

75

100

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

(件数)(千円)

採択額（文科省） 採択件数

1 名古屋市立大学＊ 509 953,030 473 138 29.2%
2 大阪市立大学＊ 504 1,045,200 627 142 22.6%
3 東京都立大学 440 1,056,250 410 132 32.2%
4 横浜市立大学＊ 429 980,330 456 146 32.0%
5 大阪府立大学 400 1,273,870 480 124 25.8%
6 京都府立医科大学＊ 328 612,560 358 108 30.2%
7 兵庫県立大学 276 586,950 363 79 21.8%
8 福島県立医科大学＊ 274 438,360 377 73 19.4%
9 札幌医科大学＊ 265 424,060 312 91 29.2%

10 奈良県立医科大学＊ 260 453,570 322 91 28.3%
11 和歌山県立医科大学＊ 220 337,870 310 74 23.9%
12 静岡県立大学＊ 165 365,040 139 50 36.0%
13 県立広島大学 105 125,580 137 21 15.3%
14 富山県立大学 102 226,590 113 29 25.7%
15 滋賀県立大学 99 155,090 98 31 31.6%
16 秋田県立大学 94 192,140 138 29 21.0%
17 愛知県立大学 88 105,560 72 23 31.9%
18 京都府立大学 79 166,400 88 22 25.0%
19 埼玉県立大学 78 87,230 97 20 20.6%
20 高知工科大学 76 176,150 95 27 28.4%

機　　　関　　　名

新規＋継続

採択件数
（件）

順
位

新規応募
件数（件）

新規採択
件数（件）

新規採択
率（％）

配分額
（千円）

0.90 0.88 0.88 0.86 
0.90 

0.86 

0.64 0.64 0.64 0.63 0.64 
0.61 

0.38 0.38 0.38 0.39 0.40 0.38 

0.94 0.92 0.98 
0.91 0.91 

0.81 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

(件)

国立 公立 私立 県大

0.48 0.47 0.46 0.48 

0.50 0.50 

0.32 0.32 0.31 0.32 0.33 0.33 

0.17 0.18 0.18 0.18 0.20 0.20 

0.50 0.52 0.54 
0.49 

0.48 0.48 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

(件)

国立 公立 私立 県大

※ 出所：文部科学省報道発表資料 

※ 厚労科研費を除く 

  

※ 出所：文部科学省報道発表資料 

※ 厚労科研費を除く。 

研究者1人あたりの申請数は、0.81件で昨年度よりやや

減少した。 

令和 3年度の採択件数は前年度に比べ 3件減少し、

獲得金額についても26,780千円減少した。 

※ 出所：文部科学省報道発表資料 

※ 研究成果公開促進費を除く。 

※ ＊は医学、歯学、薬学部のある大学 

研究者１人あたりの採択数は、0.48件で昨年度と同様。 

 

※ 各年度の確定値 
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５． 地域貢献・地域連携 1/3 

○ 受託・共同研究、奨励寄附金等の件数は１２５件、金額は約３億５千万円 
 

５－１ 受託研究等、共同研究、奨励寄附金等の合計（件数・金額） 

 
 

５－２ 本学の受託研究等              ５－３ 受託研究の全国比較 

  
 
 

 

 

５－４ 本学の共同研究               ５－５ 共同研究の全国比較 

  

 

 

 

39 36 39 32 37 41
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184,171 
145,955 

225,029 
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123,469 
85,066 55,758 

31,228 

53,102 

144,985 

39 36 39
32 37
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0
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金額 件数

100% 69% 45% 25% 43%
117%

100% 92% 100%
82%

95%

105%

0%

50%

100%

150%

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

国公私合計・金額 県大・金額

国公私合計・件数 県大・件数

27,578 

36,894 40,048 38,015 38,352 

80,791 

36

48 49 46
52 55

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

20
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100

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

（千円）（件）

金額 件数

100% 134% 145% 138% 139% 293%

100%
133% 136% 128% 144% 153%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3

国公私合計・金額 県大・金額

国公私合計・件数 県大・件数

 令和 3年度は、受託研究等、共同研究、奨励寄附金すべてで

件数、金額ともに前年度より増加している。 

金額の大幅な増加の理由としては、受託研究での国家プロジ

ェクト大型外部資金の継続および獲得、共同研究での金額の大

きい研究契約によるもの。 

また、平成27年度・平成30年度・令和3年度と、日本電気 

硝子株式会社様との連携事業や寄附講座の協定の更新（3 年ご

とに新たに契約を締結）により、1億円を寄附。 

外部資金の獲得状況については、P.12に記載。 

 

 令和3年度の共同研究については、前年度に比べ件数、

金額ともに増加した。 

 

 

 令和3年度の受託研究等については、前年度と比べ件

数、金額ともに増加した。 

 

 

 

※平成28年の数値を100%とし、各年度を比較 

令和3年度の国公私立大学のデータは、未公表 

  

※平成28年の数値を100%とし、各年度を比較 

令和3年度の国公私立大学のデータは、未公表 
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５． 地域貢献・地域連携 2/3 

○ 公開講座は新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン開催 

○ オンライン公開講座の申込者数は３１２名 
 

５－６ 公開講座の参加状況                ５－７ 公開講座の参加者の満足度  

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－９ 図書蔵書数                 ５－１０ 図書館入館者数および貸出状況  
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98,459 99,698 
106,334 
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入館者数 貸出人数

貸出冊数 学生1人あたりの貸出冊数

図書館入館者数は、令和2年度は７月末まで新型コロナウ

イルスの影響により入館制限をしていたため減少したが、令

和3年度はコロナ以前のほぼ例年並みに戻った。 

 

 公開講座は、開学翌年度の平成 8 年度から開催しており、

平成19年度からは有料化（受講者から受講料を徴収）してい

たが、平成26年度に再び無料化した。受講者数は講座テーマ

等により変動している。 

 社会人専門講座は令和 2 年度に社会人オンライン公開講座

と名称を改め、オンライン開催となった。令和 2 年度には新

型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となっていた春期

公開講座は、令和3年度はオンラインでの開催となった。 

 

公開講義は、地域の人々に対して、学習の機会を提供する

ことを目的に本学の講義を公開している。 

令和 3年度は令和 2年度に引き続き、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため中止となった。 

５－８ 公開講義の開催状況  

H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 

85.3% 87.9% 91.0% 89.7% 89.3% 93.9% 

 

図書蔵書数は年々増加している。また、平成 29 年度より電

子書籍の購入を開始した。一方雑誌は、外国雑誌の価格高騰に

対応しきれず、継続購読を維持することが厳しい状況である。 

 

中止 

中止 中止 
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５． 地域貢献・地域連携 3/3 

○ 近江楽座では過去１８年間で延べ４０４のプロジェクトが活動を展開 

○ 令和３年度は感染防止対策を講じ、２４チーム、７１８人の学生が参加 
 

５－１１ 学生の地域課外活動「近江楽座」への参加数 

 
 

 

６． 県大ブランド力の向上 
〇 令和３年度においては新型コロナウイルスの影響で、資料提供数は減少した

が、新聞掲載数は前年度と比べ増加した 

 
６－１ 新聞掲載と資料提供件数       
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教育 研究 地域貢献 大学運営

OB・OG その他 資料提供

「近江楽座」は、地域貢献を目的とする学生主体のプ

ロジェクトを募集、選定して支援する教育プログラムで

あり、新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底し 24

チーム、718人の学生が参加している。 

※参加人数は実績報告時点 

 

 

 

 

 

 

 

 平成28年度に広報戦略を策定し、平成29年度より

パブリシティ活動の強化に取り組み、平成 30 年度ま

では新聞掲載件数に増加傾向が見られた。 

令和2年度以降は新型コロナウイルスのまん延を防ぐ

ためイベント等が中止され、資料提供数や新聞掲載件

数が減少した。 

令和3年度は資料提供数が減少したが、県の行う広域

接種への協力など新聞掲載件数が増加した。 

※資料提供 1 件につき複数紙に掲載される場合があ

る。 
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７． 財政の状況 

○ 年間事業費はおよそ５６億円。令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症

対策補助金などの影響により増加傾向。 
 

７－１ 収入額構成から見る年間事業費の状況      ７－２ 運営費交付金収入の状況  

    

 

 

 

 

 

７－３ 外部資金の獲得状況             ７－４ 教育経費の状況  
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施設設備整備 目的積立金取崩 補助金

2,361 2,384 2,395 2,386 2,502 2,608 
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運営費交付金 学生1人あたりの運営費交付金
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科研費補助金 GP等競争資金

受託・共同研究費 奨励寄附金、寄附講座

特定寄附金 件数
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経常費用 整備推進費等

経常費用は、昨年度より減少した。また整備推進費等は、学

務事務管理システムの更新や、管理栄養士養成施設改修工事等

により増加した。 

※ 各年度決算 

 運営費交付金額は昨年より増加し、学生 1 人あたりの運営

費交付金も増加した。 

 本学の年間事業費はおよそ56億円程度で、そのうち県から

の補助金額は、新型コロナウイルス感染症対策環境整備・授業

料等減免等で2億6,500万円。 

※ 各年度決算報告書 

 前年度と比較して、獲得件数が増加し、金額は受託・共

同研究費、奨励寄附金・寄附講座の増加により大幅に増加

した。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各年度決算報告書 

※ 学生数は、学校基本調査（毎年5月1日現在）による。 

 


